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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・防災委員会より：8月23日（金）に避難訓練実施予定。

・ストレスチェックについて

実施期間：2019年7月1日(月)　～　2019年8月31日(土)

対象者：2019年5月31日時点で就業している職員

質問数  ：57問（所要時間およそ5分）

実施方法：Webにて実施

・2019年度医療福祉学会開催について

日程：2019年11月3日（日）

委員会の締め切りは抄録が9月中旬、PPTは10月上旬を予定している。

・令和元年度青仁会秋祭りのフリーマーケット出展者募集について

ご家庭の不要な物、野菜、果物等の提供者も同時に募集。

詳細は掲示板を確認すること。

・患者動静報告、日誌に見学者・体験利用者を記載する際には、年齢、性別、診断名等の基本情報、医学的情報を載せるようにすること。

・8月31（土）青陽館、貯水槽の清掃実施。9月2日（月）に水道水の汚れがある可能性があり。
・看護グループ内研修

日　時：8月26日（月）17：15～

場　所：病院2階　会議室

テーマ：リーダーシップ

対　象：入職１年以上の職員

講　師：藤原SGM

日　時：8月29日（木）17：15～

場　所：病院2階　会議室

テーマ：救急対応

対　象：全職員

講　師：松沢JGM＜路上喫煙の対策について＞

＜業務内容割り振り実施＞

・デイナイトケアでの領収書管理→蕨野・石田

・プログラムテキスト→栄養指導：鳥谷部　社会適応：藤田　日常生活：馬場

・月間プログラム計画書→馬場

＜利用者様情報＞
デイケア
・平　京子様　　～　スタッフへ自ら話し掛けがあり、火曜日のプログラムが詰まらない為木曜日のみの利用にしたいと話している。木曜日は好きなプログラムが多いとの事で利用は続けたいとの事。デイケア利用日以外の過ごし方を確認すると、外出すると返答しており金銭面で生活に支障のないように伝えている。
・鈴木　知子様　～　腹部の不快な様子は続いており、下痢をする事もあるという。今週土曜日が外来受診であり、主治医へ相談するとの事でメモをしており内容をスタッフへ何度か確認している。
・古舘　ヨリ様　～　本人より足の痛みがあり、病院受診する為デイケアを欠席すると電話がある。その後グしループホーム世話人より情報提供があり、左ふくらはぎの痛みが強く歩けないという為整形外科受診し異常所見はないが、湿布薬とカロナール錠が処方になったとの事。転倒以前から痛みがあったと言うが、詳細は不明。また、歯の痛みもあり、歯茎に腫れがある為近日中に歯科受診予定。来所時は症状確認している。
・繁名　和恵様　～　外来看護師より情報提供がある。昨日の採血結果Ｎａ108と緊急値であり、主治医へ報告。水分は控える事、塩分をとること、土曜日に予約をとるように指示があり、入院治療を検討してる事もＧＨ世話人へ連絡。本人へ上記の件伝えたが、指示が入らず吐き気を訴え、入院治療でもよいというような反応であったこと。３日間、点滴施行する事としている。
デイナイトケア
・稲垣　ふき様　～　9時10分頃、スタッフへ近づき「休ませてください」と話し掛けがある。体調を問うと「フラフラする」と話し、著明な眩暈、嘔気は無いがやや倦怠感がある様子。睡眠不足ではないとの事。静養室にて30分程度休養した後、「少し良くなったけど・・・。足がヒリヒリする」と右下肢の違和感を訴えている。疼痛、痒み、皮膚変色無し。「神経が死んでるごった。感覚ない」と話している。感覚検査実施するも正答している。
・馬渡　武光様　～　10時15分頃、他利用者様より馬渡様が失禁しているとスタッフへ報告あり。スタッフが確認し、下衣汚染が見られたため交換を促すも「いや、いい」と手を横に振りながら返答している。何度か促すことで渋々応じている。その後、下衣洗濯をするよう伝えると「干せってことか」と発言し、すぐに青風荘に向かう様子が見られない。しばらくし、再度促すことで青風荘にて洗濯を終えている。
ショートケア
・特記なし
＜事例検討会＞

カンファレンスシート（佐々木理佳様）
実施日：Ｒ元年8月22日（木）13：30～14：00

検討内容　目標・計画の検討

	氏名
	佐々木　理佳様
	性別
	女
	年齢
	36
	生年月日
	S57.7.24

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	就労に必要な能力を獲得し、就労を目指していく

	本人希望
	仕事を目指していきたい。体力をつけていきたい。

	入院歴
	6回　最終入院H29.6.30～H29.10.12

	通所歴
	青陽館利用　1回目
H29年10月16日～現在　　（週3回/月、水、金曜日）

	その他サービス利用
	訪問看護五福

	住居：両親と同居
	家族構成：父、母、姉、弟

	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳2級
自立支援医療受給中（上限：5千円）


利用までの経緯

H17年2月頃より「皆に責められている、監視されている」「車のナンバーが気になる」などの連絡を母親にしていた。上記よりH18年1月に退職し、自宅にて生活。H18年4月に3年程付き合いのある交際相手との別れについて姉に相談していた頃より体重減少や昼夜逆転が出現。同年4.18にみかわ神経科内科を受診したが詳細不明。母親希望で同年5月11日八戸市立市民病院精神科初診。入院治療を勧めるが、家族・本人が抵抗を示すため、定期的な通院と服薬を開始し徐々に症状軽減。対人過敏性や口臭に対するこだわりは持続していた。その後、担当医に相談無く一般就労を行ない、対人関係や作業ミスの多さにより解雇もしくは離職を繰りしている。また、薬を飲んでいるから良くならないと考え拒薬し、間もなく症状再燃。病的体験に左右されるためH26.5.14同院1回目の入院。以後、上記症状の再燃により同院への入退院を繰り返しているH29.6.1同院入院後、生活訓練も視野に入れた退院支援を希望したことから、H29.6.30当院1回目の入院となる。

次第に病状は安定し、入院中からデイケア体験利用を開始。体験利用後に眠気や疲労感を訴えることがあるが、家族の受け入れが整ったためH29.10.12当院退院しH29.10.16より正式利用開始予定としていた。

【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	就労を継続するため、病状管理が出来る。

	自身の病状の相談ができ、対処方法を習得する。
	①服薬の必要性を理解し、自己判断しない。

②仕事が休みの時はデイケアを利用し、気分転換を図る。
	来所時は服薬状況、生活状況、病状を確認し、生活面や仕事へ影響のないように、継続的な服薬が不可欠である事を助言する。

	
	デイケアでの活動を通じ、体力を向上する。
	エアロビクスなどの運動療法に参加し、体力の向上を図る。
	エアロビクスなどの運動療法に自分から参加し、体力の向上を図る。スタッフは参加状況を確認し、必要に応じて本人に適した運動を提供する。


【検討内容】

	現状
	今後の対応

	・幻聴は毎日あり、良い内容の事やうるさいと感じることがあると言う。疲れているとの事でプログラムの参加を渋る事があるが、エアロビには意欲的に参加している。自ら新しい利用者様へ積極的に話し掛け他者交流も多く、表情穏やかに対応している。

・服薬に関して拒否的であったが、本人の思いを聴き、服薬が難しいようであれば注射薬という選択もある事と助言し、その後は服薬をれる事は無いと話している。

・一般就労の面接を行い、スーパーのレジの仕事に採用となったが、幻聴が強くなる事や細かい事が気になり、眩暈もある為4月にスーパーのレジは辞めている。以降は来所する頻度が増えており、評価している。今後については、またレジ打ちの仕事をしていきたいと話しており、派遣登録をして大型ショッピングセンターでのレジとギフト包装の仕事が決まっている。主治医からは前回のように辞めずに、継続するように言われたとの事でプレッシャーに感じると話している。就労開始後すぐに幻聴が強くなり、現実検討困難となり仕事は一日しか行けずに辞めている。訪問看護師よりデイケアに行くよう促されるが、幻聴が強いとの理由でデイケアを休んでいる。その後、就労継続支援A型事業所「三本の木」を見学し意欲的であったが、一般就労をしたいと迷いがある。
盆明けより幻聴が強まり、欠席が続いている。
病状、状況を振り返り無理のないように段階を追って勧めていく。

引き続き、仕事との両立が出来るように生活面、病状面の確認をしていく。

	今後就労を希望している方だが、今までの経緯を振り返ると、長続きしておらず、対人関係や作業遂行能力に影響があることが考えられる。
デイケアの就労支援プログラムに参加し、自身の能力を把握していきつつ、苦手な能力の向上を図り、自身の状態に合わせた就労を目指していけるように、目標計画を設定している。
設定した目標計画を継続し、就労を目指していけるよう関わっていく。

	


＊現在、仕事は未定だが急に仕事が決まる事も考慮し目標、治療計画は変更なし。
